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平成２０年度第１回ＣＲＤセミナー開催ご案内 
日時：平成 20年 8月 22日(金) 12時 55分～14時 25分 
場所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 2階 
主催：室蘭工業大地 地域共同研究開発センター  
共催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
 
道路舗装用アスファルト混合物の新しい再生手法の開発 
道路は人の移動や物流を支える重要な社会フラであることは誰もが認めるところであり、その新
設および維持管理のために莫大な費用が必要なことも周知の事実である。さらに、この道路にお
ける安全や快適性のためには舗装が必要であり、道路関係予算に占める舗装の割合がかなりの
ものになることもまた事実である。 
わが国においては道路舗装として一般にアスファルト舗装が採用されている。アスファルト舗装
に用いられる材料は、骨材としての砂や砕石 95%と石油の残渣であるアスファルト 5%からなるアス
ファルト混合物であるが、近年はこの骨材やアスファルトがリサイクルされるべき貴重な資源と考え
られていて、アスファルト舗装の新設や補修に用いられるアスファルト混合物のうち、再生アスファ
ルト混合物の割合は 70%にも達している。再生過程においては、各材料の無駄の無い回収はもち
ろんのこと、骨材の細径化を防止することも重要である。 
現在の一般的なアスファルト混合物再生の手法は、亀裂や顕著な凹凸が発生するなど補修の
必要な部分の舗装をはがし、プラントまで運搬し、重油を燃焼させたバーナーで加熱し、アスファ
ルトを溶解させて各材料に分解するというものであるが、加熱効率の低さ、オーバーヒートによる材
料の劣化などが問題になっている。 
以上のことを踏まえて、本研究ではアスファルト混合物再生のための新手法の開発を行ってい
る。加熱の手法としてはマイクロ波による直接加熱を採用する。マイクロ波加熱に用いられる
2.45GHz の電磁波は主に加熱対象に含まれる水分にそのエネルギーが吸収されるが、アスファ
ルト混合物の場合も骨材の表面のクラックなどに若干の水分が含まれていて、マイクロ波加熱が
有効である。直接加熱であることから、加熱効率の上昇とオーバーヒートによるアスファルトの炭化
防止の双方の点で期待できるものである。また、現在の重油バーナー方式では装置の大規模化
のために現実的なものとし難い、補修の必要な現場における再生手法の開発も同時に目指して
いる。 
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